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戦争は吾等の信念を塞に して完/TNな る敗北を

もつて維つたら 今年 8月 15日 維戦の大詔 奔
して吾等一億臣員はすべて地に伏して慟 たし忠

誠の至らぎりして輛悦せぎるも,つは■1い。 思ふ

に三千年の光輝あ る皇図つ歴史を一段落として

更におiたなる国家を再建せねばならぬデt曾有つ

園難に遭遇し,軍 |こ敗戦とい 、ヽ悲滲事に力lへて
父漣
:木
三十年ll]吾人グ〕血の中に流れ体はつた

る
`思索の方向を180度螂奥しなけ4tはならぬこ

ととなつた。正に非常時である。 しかも戦争ノヨ
年を願みるとき,ニケ年を維 」したる一昨年の
澪ふ 四|:航室111艦 ヒゴ

´
隊とする機動部除を編成

して南:雪大手洋lC反攻し末 り,我はそのi卜1室戦
に敗れ ガブルカナル島ょり敗退1専進して以来
職勢は,ど、すしも好1専せず,殊にマリアナ群島を
大4)てからは聯合軍の進攻11頓にその速度を加
へ木り,同時にitが 4■上に童lす る」Itlま次第に

激化し:夕客はロヒ逐ぅて当ヤ大しB29の爆青を開」

/′F

きては高民安き心地もな しと しヽふイF様となつ

た・
・
■買はこの常『lま で ,こ班にIrl営の海_Ll喩途

力を失ひ多分の影響Iを受け ゐたる軍需/1産は戦

局の一段の急迫と共に本年に入りては逆にな々

困難の度 を加へ,ま た戦争の長期化に件ふ民力

の疲労も漸く顆 Ftiと な り, この ままi長期戦を戦

ひ抜くことは順る電ふべき状態を示し末つた。

維戦後の臨時議台にケさて東久適尚
‐
相官の准,説明

の中に次の如さ一節がある。

「本年五月頃の状況にお きまして汽売l喩途力

は船舶喪失量の請大と政次に亙を力A腹 南方
抽出キに依 り,開戦営初の使用売

=l■

‐
概い四

分の一程度を保持すらに過ぎす, しかも依冊

燃料の不足と聯介|=軍つ妨害激化等に ,|つて
'

運航能率は著しく阻官せ ら1し,グ に 組戦の
維末以来聯 含国軍り擦 機の威力のよ曹大に件ひ

大陸との交通すらも至靴の状態に立到 り,一

方機 |「 力l余途力も爆料
「:足と聯 11回軍の妨害
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に因つて急激に減少し,新船つ建造及損夕艦

il,補 |ケ亦意の如く進捗せず,海 11輸途力の

斯の如き機能の低下は戦力の維持 lC甚大なる

影響を興ふるに至り。云々」

敗戦の原因は獨 り海‐1ヒ輪途カク1激成にのみあ
~

るのでは無 く,現代戦争の様幅は吾人が 目の営

り見たる通 り直接には航 督tの勢力如何に因る

のであるド,今回の戦争は単なる陸海又は本軍

の直接あ戦岡をもつそ絡るもので1まない。直接

の戦同には防つても軍需品Э補絵が不充分であ

れば,議 、間その勝利を持績する ことけ出来な
くヽ。 しか して今日の戦争が如何に多駿の物資を

沿耗するものであるかは,「今日の戦争は消耗戦

でいる」 といはれることによつてタリ断すること

が出来る、かくて消耗戦は補給戦であり輪途戦

となるのである。 底「ち現時の戦争は原料喩途戦

であり,製品輸途戦であり,食糧喩途戦であり,

軍器輸途単1である。 従つて我側 D輪途力の急激

なら低下減少は戦力を極度に易化せしめた こと

が事費である。       '
輪途力には財:海事の三利1あ ることは勿論であ

るが,悔上輸送がその 人訂分を占むることは申

すまでもない,殊に四両環海の我が良國 |こあつ

ては輸途の最大量を海「1楡途に依存するのであ

る。海上輸途は般腹の多少に開する。般 夏の多

少は力l伯建造補修の能力如何にある。我國η般

舶建造補修の技術は近年世 界の水準を越えて優

に先進国を凌駕しつつあつたのであるが,大戦

(130頁よりつづく)
たわけで ■。

[山縣】 十ブL年度は幾ら出来たですか。

【山中]昨年度はやうと200萬噸ぐらゐ一―そこま  かわからんですね。

(2)

数年に二るに及んで何故に前記の如く輪途ブ
jの

激成を木したか′袋等の技術は信念を訣ける手

工に過ぎなかつたか′或は遣般 li政 ともいふド

き政策指導組誉に於て不備不足の黙ありしか ,

かかる疑惑に封し吾々遭力]支術に携はる ものは

一人残らずその因つて来る原因を究1明 し,吾等

の力及ぼざりし黙を反省し敗戦に対する責と謝

し=再て
'そ
の轍を踏ます して新興新日本の第一

道標となるべく努力を絶封必要とする ものであ

る。
1由
ち吾々は再建 l‐■輪途から,避般からを維

叫するものである。

第二次世界大職終了後,我が國の巡船 よ質量

ともに向上し楕に先進國を追越さんと してゐた

が,支那 11憂勃嚢とともに国内資Ч
・配給と海道

との状況が著しき憂化を来た,し ,そ の結果は船

腹の不足となり,今久大戦開始となつては念々

その不足が深刻となつて,官 といはず民といは

すF船ヽはルなからす焦躁Э状態となり,急速

標準型力]ヒ itu定 し,工作を簡易に し建造回数の

短縮を計り,造船事業の統一推進の 目的に造船

統制含を創設し,更に所謂ゼil t含 と呼ばれし

臨時議含をもF「催して産業設備1螢国を .して道般
｀
の経理事務に営らせ,~鐵鋼材の不足に基因する

鉦ヵlつ栴1足としては木造般 1奨励し,官民¬致

大童となつて造般 1足進に努めたが般復の増力1は

iヽ記の通り必ずしも所期の如くならず,途に維
●      、

戦となつたのである。

ぢやないです力ヽ 日本を敗戦に導いた一つの大きな原

因は一般人の疎開なりと言つてるんだ,あの仕事を放
つて家財などを運んだお蔭でどれだけ戦力が低下した

【山中]勿論さうですよ。        1
【榊原】 それかい夜業力出来なかつたといふのも相

営影響 してゐます。

で行つてゐないでせう。

【小野】 160萬噸ぐらゐか。

【山縣】 塞襲なんかの場合,退避やなんかで造艦能
力は落ちたでせうね。         i       r/」 、野]大正 6年 7年頃は盛んにやつたですがね。

家
ii:二
藝彙裁εβ几、fぷ[£3η撃桑魚  i]{:1需

:Я堰:親慮9軍な事二li量[[i[[
なの疎開をする,   【榊原】 B29な ど出来てから殆ど駄目です。あの

さういふのヵ勺卜常に影響します。 電弧ヽ接 7)火花を障す
~こ
と力出来ないです。

【山縣】 僕は,自分が疎開をしなかつたから言ふの ε記者」 どうも長時間いろいろ有難うございました。


